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1 はじめに

Napsterの登場以来，様々な P2Pシステム，P2Pソ
フトウェアが開発されている．これに伴い，P2Pシステ
ムが生み出す大量のネットワークトラフィックが問題視
されている．ネットワークトラフィックがあまりにも増
えすぎると，レスポンスが低下し，同じ回線を使用して
いる PCに影響を及ぼす．その中で，クライアントであ
るユーザ同士の効率的なノード発見は，大規模な P2P
コミュニティに必要不可欠であり，同時にネットワーク
トラフィックも制限することができる．本研究では，多
様性のあるノード発見，ノード間の伝播を実現するため
に，P2P 匿名掲示板「新月」[1] のソースコードを改良
し，ノードが持つ隣人ノードの種類を「通常ノード群」
「トラックバック用ノード群」の 2 種類に分ける．そし
て様々なノード形態において，2種類の更新伝播がそれ
ぞれどのように動作するかを確かめ，有効性を検証する．

2 P2Pを使ったサーバ公開システム

新月 (shinGETsu)は P2Pと自宅サーバの長所を合わ
せ持った匿名 P2P 掲示板である．自宅サーバ同士を連
携させて掲示板を作り，P2P によって掲示板のデータ
を共有するので，自分の PCが動いてない時でも掲示板
は機能する．Tor[2]のように，複数のノードを経てノー
ド同士が通信する仕組みとなっているが，新月では主な
通信を投稿そのものと投稿したというメッセージ (更新
情報)の 2つに分けることで，ネットワークトラフィッ
クの負荷を軽減している．ノードは常に複数のノードを
隣人ノードとして保持し，更新情報を送信，受信する際
は必ず隣人ノードを通る．本研究では，通常の隣人ノー
ドにトラックバック用の隣人ノードを加え，ノードが扱
う隣人ノードの種類を 2種類にし，それぞれの更新情報
の伝播に違いを持たせる．通常の伝播はそのままに，ト
ラックバック用の伝播を遠くのノードまでおくることに
より，ノード間の関連性を持たせ，P2Pコミュニティの
活性化を図る．

3 トラックバック機能の実装

新月の通信用アプリケーションは C 言語版
「shingetsu」，Java 言語版「selene」，Python 言語 [3]
版「朔」が用意され，本研究では，「朔」を改良する．
3.1 トラックバック機能の提案
通常，新月では一定数の隣人ノードを保持する．更新

通知を隣人ノードから受け取ると，他の隣人ノードに
バケツリレーのように伝播させる．本研究では，現在の

ASP 型ブログに定着しつつある「トラックバック」を
利用した更新通知の伝播を制御することを提案する．ト
ラックバックによる投稿のみ，遠くまで伝播させたり，
スレッドファイルそのものを直に伝播させ，興味のある
記事を自動的に収集する機能を実装すれば，大規模ネッ
トワーク時におけるネットワークトラフィックの削減，
トラックバックしてあるノードを優先することによるブ
ログ全体の活性化などの効果が予想される．
3.2 通常更新の伝播
通常の新月の場合，ローカルの新月フォルダにスレッ
ドを立てたり投稿した場合，投稿と同時に他のノード
へ更新通知を行う．更新通知を受け取ったノードは投稿
データを取得した後，同様に更新通知を行い，同様の手
順で別ノードへデータを伝播させる．
3.3 トラックバック更新通知の伝播
本研究で実装する改良版新月は通常の更新通知の伝播
に加え，「トラックバック更新通知」の伝播をする機能
を追加する．トラックバック更新通知とは，図 1のよう
に，あるノード同士がトラックバックしたことを通知す
ることである．そして，通常の更新通知伝播では，隣人
ノード全てにブロードキャストされるが，トラックバッ
ク通知は，自分の記事とトラックバックしているノード
にのみ通知する仕組みである．
3.4 トラックバック機能の実装
新月はバックグラウンドで起動し，ウェブブラウザか
ら各 PCのゲートウェイにアクセスできる．図 1は，更

図 1 トラックバック用投稿機能のアルゴリズム

新情報を送信，転送する際のアルゴリズムである．影を
付けた要素を改良，追加した．本研究では，2種類の伝
播を分かり易くするため，通常隣人ノードを Node.txt
で管理する仕様に加え，トラックバックによる伝播は
tbNode.txtから隣人ノードを読み込むように改良した．
以下，主に改良を加えたモジュールについて説明する．

thread cgi.pyモジュール 自分がトラックバックし



たいと思った記事のリンクを記述し投稿することによっ
て，トラックバック更新通知が始まる．

gateway.py モジュール ユーザがブラウザ上でス
レッドを作成したり，投稿を行うと gateway.pyの CGI
クラスが呼び出される．投稿時にトラックバック伝播か
通常伝播か判断するコードを加えた．図 1における 1の
通常伝播の判断にあたる．

Node.pyモジュール トラックバックを通知するノー
ドは，通常の隣人ノードのリストとは別に，トラック
バックのための隣人リストを作り，そのリストのノード
にのみ通知する仕様である．Node.txt には通常の隣人
ノード，tbNode.txt にはトラックバック用の隣人ノー
ドが記述されている．図 1の 2では伝播の種類を判別し
た後，それぞれのテキストを読み込んでいる．

4 検証：8台の PCを用いた P2Pネットワーク

検証には 8 台の PC を使用し，HUB ポートに繋ぎ
ローカルエリアネットワークを形成する．ノードには 1
～8 までの番号を付け，IP アドレスは順に 192.168.1.1
～192.168.1.8である．図 2のノード番号 Xは各ノード
の IP アドレス [192.168.1.X] に対応する．ノード 1 か
ら順に朔を起動し，ノードの形態を確認，2種類の投稿
を試し，伝播状況を確認する．今回は 8台の PCを使用
し，2種類のある程度自然な P2Pネットワークを構成さ
せ検証した．
4.1 伝播の順序と軌跡
朔の設定は次のようにし，ノード 1から順に朔を起動
した．すると，図 2の P2Pネットワークを構築した．

通常ノード保持数 2
トラックバックノード保持数 2
通常伝播範囲 3hop
トラックバック伝播範囲 7hop

図 2 8つのノードによる P2Pネットワーク

全てのノードで投稿を行い，更新情報がどのように伝
播していくか，伝播範囲を調べた．表 1，2 はノード
4[192.168.1.4] が通常投稿を行ったとき，トラックバッ
ク投稿を行ったときの更新情報の伝播の軌跡である．更
新伝播の種類によって，伝播するノード，軌跡がそれぞ
れ異なった．本研究では 8台の PCを使用し，極めて小
規模な P2P ネットワークしか作ることができなかった
が，設定によっては，トラックバックによる伝播が通常

伝播の届かない範囲まで到達できることが確認された．

表 1 通常投稿の伝播軌跡

投稿ノード 通常伝播軌跡
1hop 2hop 3hop

ノード番号 [192.168.1.X]
X=4 X=1 X=2 X=3

X=3 X=2
X=2 X=1 X=3

X=3 X=1
X=3 X=1 X=2

X=2 X=1

表 2 トラックバック投稿の伝播軌跡

投稿ノード トラックバック伝播軌跡
1hop 2hop

ノード番号 [192.168.1.X]
X=4 X=5 X=7

X=8
X=6 X=7

X=8

5 おわりに

トラックバックの伝播が通常伝播の届かない範囲に
まで到達したことが実験によって証明された．よって，
P2P を使ったブログの様なコミュニティでは，関連す
るノード同士の通信と，それ以外のランダムなノードと
扱いを分けることにより，ネットワークトラフィックを
抑えつつ，快適なコミュニケーションが取れると考えら
れる．P2P を使ったコミュニティ (ブログ等) では，自
分のノードと関連性の高いノード群とそうでないノード
群の 2つに分けて扱うことにより，無駄なネットワーク
トラフィックを発生させずに，効率のよいノード検索が
可能となる．本研究では，ただ伝播情報を分岐させ，伝
播軌跡，有効範囲を確認するだけに留まった．トラック
バック用の伝播に更新情報ではなくスレッドファイルそ
のものを伝播させる等，トラックバック用ノードの機能
拡張が今後の課題である．
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